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タンポポの花軸の運動をさぐる－「たんぽぽのちえ」の検証－
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１ 動機

○ 花がしぼんだ後、花の軸は倒れ、綿毛ができる頃に起き、伸びる。
○ 晴れた風の日に綿毛が開き、湿った日や雨の日はすぼんでいる。

というものであった。
そこで、この知恵についての観察を思いつき、この研究に至った。

２ 目的と成果の予想

「たんぽぽのちえ」にある知恵について、タンポポを観察し、実際の状況を確認する。
「たんぽぽのちえ」に表現されたもの以外の知恵について、観察により見つけ出す。
花軸の動きや伸びなどの状態が気象と関連していることを予想する。

３ 研究の方法

気象に関連するため、試料は家の庭に繁茂するものを使用する。
観察間隔を長くとることが可能なものは、主に休日を利用する。
気象データは、松山地方気象台のものを利用する。

４ 材料・道具

付箋紙（フィルム様）、直定規（３０㎝）、竹ひご（目盛りを付けて長さの測定に使用）、
ノート等筆記用具、デジタルカメラ、パーソナルコンピュータ、蚊取り線香等の虫よけ

５ 観察内容と方法

花と葉の発生数等の観察
・ 葉の数が多くなく、健全で、大きさの異なる３株を選定した。
・ 付箋に番号を記載し、葉や花軸にくぐらせ、個体を区別する。
・ データの整理は、観察時刻を基に次のように整理する。

観察時刻（日時分）－葉の枚数（枚）
観察時刻（日時分）－葉ごとの長さ（㎝）
観察時刻（日時分）－花の数（個）

花（綿毛）の状態と花軸の運動の観察
① 花軸（花の付いている茎の部分）の伸び方や動きは、「たんぽぽのちえ」などをも
とに次の段階順序を想定して観察する。

－４８－

小学生のころ、姉の教科書に「たんぽぽのちえ」という文章があった。この文章は、タ
ンポポが沢山の種を拡散して繁殖していくためにさまざまな知恵を働かせているというも
ので、その内容は、



Ａ　つぼみ　　→　　Ｂ伸長　　   →　   　Ｃ開花　　   →　   　Ｄ閉花

→　Ｅ倒伏　   　→  　　Ｆ起立　　   →　   　Ｇ伸長　　　→　　　Ｈ綿毛開

→　Ｉ綿毛なし　   →　  Ｊ花軸枯れ

 

図１ 花軸の段階順序の想定

② 花軸の伸びや動きの測定は、軸の付け根から軸部分の長さと高さを、また、軸の頂
部から基部までに印をつけて区分し、伸びる部分を調べた。

図２ 花軸の測定位置 図３ 花軸の伸び測定イメージ

６ 観察結果と考察

観察対象としたタンポポの株

図４ 庭のタンポポの様子 （２０１４／８）
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図６ 葉の数、平均長さ、花の数

花と葉の発生数等の観察結果と考察
・ 葉の枚数は、暑い時期、寒い時期に減少する。葉がダメージを受けることを避けて
いるのではないかと想像する。
・ 葉の平均長さは年間で増減する。
・ 葉の平均長さが長くなり始めるとつぼみができ始め、日平均気温が１５℃を超える頃、
できなくなる。

花（綿毛）の状態と花軸の運動の観察結果と考察
・ 花軸の起立は、上下動を繰り返しながら。
・ 花軸が起立し終わるまでに綿毛が全開する。
・ 花軸の伸長は、花軸の起立と花軸先端部付近の伸長によって花頭部が高くなる。

－５０－

花軸の運動

花と葉の発生

図５ 観察内容によるタンポポの株の区分



図８ 綿毛全開時期の調節状況

図７ 花軸の運動の様子（Ａ４株）

花（綿毛）、花軸の状態と気象条件についての観察結果と考察

７ 感想

一年間の観察を続け、タンポポの不思議な生態を見ることができたことは感慨無量であ
るが、成し遂げられたのは、観察の補助をしてもらった家族のおかげである。この場を借
りお礼を申し上げる。

－５１－

綿毛が全開する時期は、気温が高く湿度が低い昼前後で、気温が最高値になる前には
全開しており、また降雨のない日である。これは、その後の湿度の低下を見越している
ように見える。


